
○概要

平成25年度 石垣市 大浜地区

・耕作放棄地の解消は、賃借または購入可能な農地を農業委員
会や中間管理機構を通して探しているが、耕作放棄地が見つか
らない状況であり目標未達成である。今後も引き続き農業会議
等地域の関係機関に協力を得ながら耕作放棄地を探していくよ
う指導した。

（国事業名：経営体育成支援事業）

平成25年度　沖縄県経営体育成支援事業の点検評価結果（沖縄県）

承認年度 市町村名 地区名 都道府県の点検（評価）における所見(評価)及び指導内容

（３年計画の９年度目（令和３年度実績））

　本事業は、適切な「人・農地プラン」が作成された地域において、中心経営体が経営規模の拡大や
経営の複合化等に取り組む際に必要となる農業用機械・施設の導入等について支援するものである。
　なお、成果目標を定め、毎年度、その目標達成状況について点検を行い、その結果を公表すること
としている。



○概要

平成27年度 うるま市 石川地区 目標達成した

平成27年度 大宜味村 大宜味地区

・農作物の高付加価値化の成果目標について、出荷数量は昨年
度を上回ったが、病気の発生による品質の低下や助成対象者の
体調不良により収穫ができない時期もあり、目標数量に至らず
目標は未達成となっている。
引き続き、JA営農指導員・県普及課担当者・村担当者による作
付け状況の現地確認、目標達成に向けた資材検討等の取り組み
について指導した。

（国事業名：経営体育成支援事業）

平成27年度　沖縄県経営体育成支援事業の点検評価結果（沖縄県）

（３年計画の７年度目（令和３年度実績））

　本事業は、適切な「人・農地プラン」が作成された地域において、中心経営体が経営規模の拡大や
経営の複合化等に取り組む際に必要となる農業用機械・施設の導入等について支援するものである。
　なお、成果目標を定め、毎年度、その目標達成状況について点検を行い、その結果を公表すること
としている。

承認年度 市町村名 地区名 都道府県の点検（評価）における所見(評価)及び指導内容



○概要

平成28年度 八重瀬町 八重瀬地区

・目標未達成だが、昨年度の植付時期の遅れを改善し、収穫時
期を延ばしたことで、前年に比較し、単収は増加している。
目標未達成の原因として、病気の発生（黄化葉巻病）や５月の
大雨や梅雨、日照不足、ハウス内への冠水等により、５月以降
の収穫量を増やすことができなかったことがあげられる。
今後は、ハウス内の冠水対策を行い収量の増加に努める事、普
及センターや出荷団体等の部会勉強会等により、栽培管理の徹
底、抵抗性品種の検討等、指導した。

（国事業名：経営体育成支援事業）

　本事業は、適切な「人・農地プラン」が作成された地域において、中心経営体が経営規模の拡大や
経営の複合化等に取り組む際に必要となる農業用機械・施設の導入等について支援するものである。
　なお、成果目標を定め、毎年度、その目標達成状況について点検を行い、その結果を公表すること
としている。

承認年度 市町村名 地区名 都道府県の点検（評価）における所見(評価)及び指導内容

平成28年度　沖縄県経営体育成支援事業の点検評価結果（沖縄県）

（３年計画の６年度目（令和３年度実績））



○概要

平成30年度 八重瀬町 八重瀬地区

・令和３年度は、一時低単価の取引となり、売上げが伸びな
かった。また排水対策のため、暗渠排水設置工事を行ったこと
から植え付け時期が２か月ほど遅れ、出荷量が目標達成に至ら
なかった。そのほか、経費面についても工事費用分の経費が増
し、付加価値額の拡大の目標は未達成となっている。
・次年度には売上単価の価格下落に耐えられるよう、仲買人と
の交渉による固定単価の導入や排水対策による出荷量の改善に
より目標達成が見込める。ただし、資材価格等の経費が急騰し
ていることから、行政やJAの経費支援を積極的に活用する必要
がある。今後とも栽培技術やコロナ禍での農業経営に対するア
ドバイスやフォローアップなど、普及センター等指導機関との
連携を図るよう指導した。

（国事業名：経営体育成支援事業）

平成30年度　沖縄県経営体育成支援事業の点検評価結果（沖縄県）

（３年計画の４年度目（令和３年度実績））

　本事業は、気象災害による農業被害を受けた農産物の生産に必要な施設の補強について支援するも
のである。
　なお、成果目標を定め、毎年度、その目標達成状況について点検を行い、その結果を公表すること
としている。

承認年度 市町村名 地区名 都道府県の点検（評価）における所見(評価)及び指導内容



○概要

令和元年度 宮古島市 宮古島地区

・付加価値額の拡大については、目標未達成であり、目標年度
にアスパラガスの生育不良が主な原因となっている。
また、選択目標の単位あたりの収量の増加もアスパラガスを対
象としており、同じく目標未達成となった。
・アスパラガス単収確保の対策として検討している新作型によ
る長期取りは、まだ研究段階ではあるが、台風リスク回避と高
単価取引に有効と考えられるため、栽培管理の徹底、新技術に
ついての情報収集等普及センターや協力団体との勉強会等によ
り取り組むよう指導した。

令和元年度　沖縄県経営体育成支援事業の点検評価結果（沖縄県）

（国事業名：強い農業・担い手づくり総合支援交付金）

（３年計画の３年度目（令和３年度実績））

　本事業は、気象災害による農業被害を受けた農産物の生産に必要な施設の補強について支援するも
のである。
　なお、成果目標を定め、毎年度、その目標達成状況について点検を行い、その結果を公表すること
としている。

承認年度 市町村名 地区名 都道府県の点検（評価）における所見(評価)及び指導内容



○概要

令和３年度 与那国町 与那国地区

・付加価値額の拡大について未達成となっている。
未達成の主な理由は、販売契約の変更や農家からの仕入れ等、
生産体制に変更があったこととなっている。
計画的な生産、販売に向け、自社栽培の生産管理体制を徹底す
る等、普及組織等関係機関との連携を図り、取り組むよう指導
した。

承認年度 市町村名 地区名

令和３年度　沖縄県経営体育成支援事業の点検評価結果（沖縄県）
（国事業名：強い農業・担い手づくり総合支援交付金）
（３年計画の１年度目（令和３年度実績））

　本事業は、適切な「人・農地プラン」が作成された地域において、中心経営体が経営規模の拡大や
経営の複合化等に取り組む際に必要となる農業用機械・施設の導入等について支援するものである。
　なお、成果目標を定め、毎年度、その目標達成状況について点検を行い、その結果を公表すること
としている。

都道府県の点検（評価）における所見(評価)及び指導内容


